
第１回研究会での指摘を踏まえた整理

 ク 推進事業 実証 究 おける「協働教育 考え方

資料２

フューチャースクール推進事業の実証研究における「協働教育」の考え方

「協働教育」とは、学校現場でＩＣＴ
※
を効果的に利活用し、児童がお互いに教え合い、学び合う形態の教育手法を想定して

いる。

⇒ＩＣＴの利活用により、授業における双方向性が高まり、学習に対する意欲・関心や知識・理解が高まることが指摘され、

特に初等中等教育において、学力の向上が認められつつあるが、ＩＣＴを利活用した情報共有と協働教育によってより効果的

な学習とこれからの社会で必要とされる能力を育てることが期待されるな学習とこれからの社会で必要とされる能力を育てることが期待される。

※ 無線ＬＡＮでつながれたタブレットＰＣ、インタラクティブ・ホワイト・ボード等ＩＣＴ機器

【実証研究において想定しているシーン】

・タブレットＰＣや無線ＬＡＮを活用して教員と児童、児童同士が双方向でやりとりを行う。

・複数の児童がタブレットＰＣを活用したグループ学習や共同学習等によって作成した複数の児童がタブレットＰＣを活用したグル プ学習や共同学習等によって作成した

文章や図・絵等を、教員が簡単な操作でインタラクティブ・ホワイト・ボードに表示し、

全員で討論する。

・協働教育プラットフォームを活用し、実証フィールド間において、デジタル教材等の協働教育プラットフォ ムを活用し、実証フィ ルド間において、デジタル教材等の

共同利用や協働教育の実践に係る情報の共有等を行う。

・学校ポータルサイトや無線小型端末等を活用し、学校と家庭との間の情報共有、学

校の授業と家庭学習の連動等 学校教育と家庭教育の連携を図る。校の授業と家庭学習の連動等、学校教育と家庭教育の連携を図る。



第１回研究会での指摘事項を踏まえた整理

フューチャースクール推進事業の実証研究における「協働教育プラットフォーム」（教育クラウド）の考え方フュ チャ スク ル推進事業の実証研究における 協働教育プラットフォ ム」（教育クラウド）の考え方

「協働教育プラットフォーム」とは、以下の機能を含む共有プラットフォームの構築を想定している。

①実証フィールド間におけるデジタル教材等の共同利用

②ポ タ サイト等 協働教育 実践に係る情報等 共有機能②ポータルサイト等の協働教育の実践に係る情報等の共有機能

③各種アンケートの収集・集計等学校評価支援機能

④ＩＣＴサポート提供機能

⇒各学校が自前のシステムを持たず、システムの利用・管理費用を安価に抑えることが可能となる。

デジタル教材等の一元管理を進めることによって、教育現場での有効利用、知見の共有化が図られる。

【実証研究において想定しているテーマ】

・デジタル教材のオールインワン化、ネットワーク配信等に

必要な帯域幅について

・教育クラウドの技術要件、構成、運用・管理形態について

・教育クラウドを利用した教育情報の共有化等について

・複数の教育クラウドの連携について 等


